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調査研究報告様式２ 

調 査 研 究 報 告 書 

（小委員会名：地理） 

１ 

調
査
研
究
の
経
過
・
内
容 

□６月 27 日（木） 
 第１回第 20 地区および第 13 地区教科用図書合同調査委員会・ 
第１回地理小委員会 
・小委員会員の確認・調査研究日程の確認並びに内容・役割分担の確定 
・調査研究項目の確認、調査の視点の確認 

 □６月 28 日（金）～７月 12 日（金） 
  各自、各教科書についての調査・研究 

□７月 13 日（土）～７月 18 日（木） 
  調査・研究の集約及びまとめ 
 □７月 19 日（金） 

 第２回地理小委員会 
  ・調査内容の交流 
  ・各教科書の内容、構成、使用上の配慮事項等に関わる意見交換 
 □７月 20 日（土）～７月 25 日（木） 
  ・意見交流を基に個別に再検討・精査 
  ・意見集約と報告書作成・確認 
□７月 26 日（金） 

  ・調査研究後の教科用図書採択参考資料等を事務局へ提出 

 □８月８日（木）  
第２回第 20 地区および第 13 地区教科用図書合同調査委員会にて調査研究
結果報告 

 
 

※協議内容は別紙（様式４） 
 

２
調
査
研
究
の
具
体
的
資
料 

 
１ 教科書編修趣意書 
２ 採択参考資料 
３ 学習指導要領解説 

 
 
 

３
少
数
意
見
等 

・地理では、多彩な画像や図等が用いられ、世界や日本各地の現代的特徴や傾向
が視覚的に捉えることができるように工夫されている。 
・地図では、歴史的な出来事の記載が見られるなど地理と歴史の関連付けがしや
すいように工夫されている。また、鳥観図や立体地図等、様々な形態の地図を用
いることで、視点を変えて学習できる工夫がされている。 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
2・東書 

 

第１学年 
第２学年 

地理 002-72 新編 新しい社会 地理 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
 ・「世界の諸地域」の学習において、世界各州の自然環境や歴史、産業から州ごとの地域的特

色を概観する活動。また、各州の地域的特色を学ぶことができる探究課題の追究を通して、
地理的特色を理解したりする活動 

・「日本の地域」の学習において、北方領土に関して、上空写真や地勢図から位置を示したり、
自然環境を視点にするなど、日本の領域に関わる問題を理解したりする活動 

 ・「日本の地域的特色と地域区分」の学習において、自然環境や人口、資源・エネルギーと産
業、交通・通信の特色を捉えたり、地震や災害発生の仕組みや防災・減災の取組を理解し
たりする活動 

 ・「日本の諸地域」の学習において、自然環境や人口、産業などから７つの地方の地域的特色
をとらえたり、北海道地方では地勢・自然との共存（アイヌの人々の生活や文化）・稲作畑
作酪農・観光の 4 つの項目を視点にあてた各地域の特色が深く追究できる地域の課題を理
解したりする活動 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・学習の導入部分に、生徒の興味・関心を引き出す「導入の活動」を設けたり、小集団での 

参加型学習である「みんなでチャレンジ」を配置するなど、生徒が主体的に課題をつかめ 
るようにしたり、協働的な学びができるようになっている。 

・学習の終末部分では、「見方・考え方」を働かせて探究課題に対するまとめ（ふりかえり） 
させるなどの工夫がされている。 

・地理的分野の学習に不可欠な基礎的・基本的な技能を身に付けるために「スキル・アップ」 
の項目や資料を活用する力をきたえるための項目が設けられるなど工夫がなされている。 

・各ページに関連するデジタルコンテンツが活用できるＱＲコードが記載され、生徒の主体 
的な学びができるよう工夫がなされている。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・どの単元の学習も導入部分において小学校社会科で学習した内容を想起できるようにする 

とともに、ページ構成及び学び方を統一するなど工夫がされている。 
・写真や雨温図などの資料の読み取りや、調査や分析の手法を活用する場面を学習に設定す 

るなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 
・教科書の最初に地理的な見方・考え方についてまとめたページを設定するとともに、「地理 

のミカタ」コーナーなどで、どのような見方・考え方を働かせるかなど示している。 
 

 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○「日本の諸地域」の学習において、自然環境に注目して北海道地方の特色やそこで生活して

いる人々の工夫が理解できるよう工夫されている。 
○イオマンテやアイヌ語由来の河名の名前の紹介など、先住民族であるアイヌの人たちの文化

について学習する内容を掲載している。 
○領土問題を抱える島々の一つとして北方領土を取り上げ、どのような地理的特色をもってい

るか学べるよう工夫されている。 
○釧路地方の冷涼な気候と産業との関わりについてや札幌、旭川、釧路の雨温図の比較、  

浜中町の濃霧の様子の写真、白糠町のアイヌの伝統的な祭りの写真や釧路が水揚げ量の  
多い日本有数の漁港であることの記載など、札幌市周辺と中央部だけではなく、様々な  
地域の自然や産業などの資料が掲載されており、地域的な特色が学べるよう工夫されて  
いる。 

○地図帳との連携により、視覚的に体感できるＱＲ（D マーク）コンテンツによる資料が活用で
きる。 

 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
17・教出 

 

第１学年 
第２学年 

地理 017-72 中学校社会 地理 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
・「世界の諸地域」の学習において、世界の諸地域について、他地域との結びつきや、州の

特徴の概観を捉えたり、州ごとに学習テーマを設定して地理的特色を理解したりする活動 
・「日本の諸地域」の学習において、北方領土に関して、地図から位置を示したり、歴史的

背景や近年の交流写真などをもとに、日本の領域に関わる問題を理解したりする活動 
・「日本の地域的特色と地域区分」の学習において、自然環境や人口、資源・エネルギーと

産業、交通・通信の特色を捉えたり、地域区分を踏まえ、我が国の国土の特色を大観でき
る活動 

・「日本の諸地域」の学習において、日本の諸地域について、単元ごとに設定された考察の
視点を通して各地方の特色を理解したり、北海道地方では地勢歴史・冬の暮らし・稲作畑
作酪農・漁業・観光の 5 つの項目を焦点にして、主題を設けて地域の課題を理解したりす
る活動 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 

 ・他の単元との系統的な学びができるよう、各章の最初に他章とのつながりや単元を見通し
た学習課題を明示することにより、単元の学習の見通しがもてるよう工夫がなされている。
また章末には、単元の振り返りを行うとともに学びが活用できるようまとめ方の工夫が見
られる。 

・課題の追究場面において、生徒の主体的な学びができるように興味・関心が高まるような 
写真や図版を提示したり、学習に役立つさまざまな情報を見ることができる「まなびリン 
ク」を記載して、主体的に学べるよう工夫がされている。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・巻頭の「地理の学習を始めるにあたって」において、地理的分野の学習の流れについて確 

認するとともに、「地理的な見方・考え方」について、各章の最初のページに示すなど単 
元を通して課題を探究できるような工夫がなされている。 

・地球的課題と SDGs、各単元の学習との関連が明示され、単元の初めや振り返りの場面で 
は関連付けて学習できるよう工夫がなされている。 

・「関連マーク」を付して歴史的分野・公民的分野との連携を図る工夫がなされるととも 
に、世界や日本の各地の特色について歴史的な歩みや背景と関わらせて捉えられるように 
構成されるなど、歴史的分野との関連が図られた構成となっている。 

 
 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○「日本の諸地域」の学習において、自然環境と関連する産業の変化の視点から、北海道地方

の特色を考えられるよう工夫がなされている。 
○持続可能な社会づくりの視点から、アイヌ民族の歴史や文化に学ぶ内容が掲載され、地名の

写真やムックリ、ウポポイの写真等が使われている。まなびリンク内にはウポポイの動画も
紹介され、理解を深めるとともに多文化共生について考えさせるよう工夫されている。 

○わが国固有の領土である北方領土について、歴史的な流れとともに平和的な解決のために必
要なことを考えられるよう工夫されている。 

○釧路地方の冷涼な気候とそこで行われている産業との関連、豊かな自然環境などについての
記載や、釧路市内の松浦武四郎像の紹介や濃霧として釧路市内の様子が写真のほか、鶴居村、
釧路湿原のタンチョウが紹介され、地域の特色について学べるよう工夫がなされている。ま
た、地理の窓では残された自然を守るとして湿原についてのコラムがあり、国立公園として
阿寒摩周、釧路湿原が図に紹介されている。 

○SDGs のアイコンが効果的に使用されている。また、QR コンテンツはワードチェックがあり、選択式  
の復習問題が用意され、加えて、各分野との関連ページの項目と内容が簡単に記載されている  
 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
46・帝国 

 

第１学年 
第２学年 

地理 046-72 社会科 中学生の地理 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
 ・「世界の諸地域」の学習において、世界各州の自然環境や歴史・文化、産業などから州ごと

の地域的特色を概観させる活動。また、各州の地域的特色を学ぶことができる課題の追究
を通して、地理的特色を理解する活動 

 ・「日本の地域構成」において、北方領土に関して、上空写真や歴史的変遷から位置を示した
り、ロシアとのビザなし交流の写真などを視点にするなど、日本の領域に関わる問題を理
解したりする活動 

 ・「日本の地域的特色と地域区分」の学習において、自然環境や人口、産業、交通、通信など
の特徴を捉えたり、自然災害に対する防災・減災の取組について理解する活動 

 ・「日本の諸地域」の学習において、自然環境、生活・文化、産業など７つの地方の地域的特
色を概観させる活動。北海道地方では、地勢・雪との暮らし・畑作稲作・酪農漁業・観光
の 5 つの項目を視点に充て、加えてアイヌ民族の生活から農業の工夫を考えるなど、地域
的課題を理解するために、主題を設定し探究する活動 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・単元のはじめに、大判な写真から対象地域を概観する「写真で眺める」を設定し、写真や 

地図を読み取る活動を通して、単元全体の学習内容を見通せる工夫をしている。 
・単元のまとめに、「学習を振り返ろう」を配置し、地図や思考ツールを活用して協働しなが 

ら学びを振り返る活動が取り上げられている。 
・毎時の学びにおいて、学びの道筋を示すとともに、「対話」「見方・考え方」等マークで図 

示することで学びを深める工夫がなされている。 
・特設ページやコラムが配置され、学びを確認したり深めたりする工夫がされている。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・小学校で学習した内容を確認できるよう、脚注欄に関連用語を記載している。 
・「地理的な見方・考え方」を働かせ、関係性や違い、変化や関連性が捉えられるよう写真や 

地図、雨温図などの位置を固定するなど資料掲載に工夫が見られる。 
・地域的・地球的課題の解決に取り組む視点を養う「未来に向けて」、地域をよりよくするた 

めに構想する「地域のあり方」を設定し、持続可能な社会に向けた行動を促す工夫がなさ 
れている。 

・位置や分布、他地域との結びつきなどを地図上で捉えるなど、地図帳を活用して教科書の 
学びを深める工夫がなされている。 

 
 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○「日本の地域の学習」において、北海道における自然を生かした一次産業及び観光産業や、

生活している人々の生活について理解できるよう工夫されている。 
○特設ページ「未来に向けて」の多様な文化を大切に取り組み例として、自然と共に生き  
 るアイヌ民族の生活や文化を掲載するなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされてい  

る。 
○領土問題を抱える島々の一つとして北方領土を取り上げ、歴史的経緯と共に地域的特色につ

いて理解できるよう工夫されている。 
○釧路地方の冷涼な気候と産業との関わりや、生乳運搬船や弟子屈の放牧の様子、根釧台地や

釧路の水産加工場の説明について記載されるなど、釧路市の濃霧に包まれる街の様子、弟子
屈の摩周湖の眺めの様子などとともに、地域的な特色が学べるよう工夫されている。 

○SDGs のアイコンが効果的に使用されている。また、QR コンテンツが豊富で NHK for school
やアニメーション、思考ツールや、統計など、多岐にわたるツールがホーム画面から選択で
きるように工夫されている。 
 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
116・日文 

 

第１学年 
第２学年 

地理 116-72 中学社会 地理的分野 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
 ・「世界の諸地域」の学習において、世界の各州の自然環境や産業から州ごとの地域的特 

色を概観したり、テーマを設定してその地域の特色を探究できる活動。またその州に 
みられるさまざまな課題のうち、地球全体にかかわる課題（地球的課題）を追究する 
活動 

 ・「日本の地域構成」において、北方領土に関して、地図や国境の変遷から位置を示したり、
国際社会を視点にするなど、日本の領域に関わる問題を理解したりする活動 

 ・「日本の地域的特色と地域区分」の学習において、自然環境や人口、資源・エネルギーと産
業、交通・通信の特色を捉えたり、防災・減災のための取組を理解する活動 

・「日本の諸地域」の学習において、自然環境、交通・通信、歴史的背景などから７つの地方 
の地域的特色を捉え、北海道地方ではアイヌや世界自然遺産の視点も加えるなど、自然環境
との共生や、伝統的な儀式やウポポイの写真、アイヌ語に由来する地名などが紹介される、
各地域の特色を深く追究できる地域の課題を理解したりする活動 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・単元の最初に、その単元でどのような学習をするのかについて、資料を読み取り、問いを 
 導くことによって単元を貫く問いが設定できるよう工夫されている。 
・単元を貫く課題を追究するために、単位時間で学ぶことや着目する視点の例を「学習課題」 

「見方・考え方」に示し、追究するための手がかりとなるよう工夫されている。 
・単元のまとめ・振り返る場面では、ポートフォリオを用いて振り返りを行ったり、自分の 

考えをもとに話し合ったりすることで課題を深く追究できるよう工夫されている。 
・見開きタイトルの横に二次元コードが配置され、それを活用することによって内容のま 
 とまりで授業を支援したり、個別最適な学びが実現できるよう「ポートフォリオ」「イン 

トロダクションムービー」「確認小テスト」の３つのコンテンツが系統的に設定されて 
いる。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・巻頭口絵で、地理的な見方・考え方の解説が示されるとともに、本文ページの各見開きで 

学習課題とともに見方・考え方に基づいて記述し、図版を掲載している。 
・持続可能な社会に関連する内容が各所で掲載され、教科書全体を通して自分事と考えられ 

るよう工夫されている。 
 

 

使
用
上
の
配
慮
等 

 
○「日本の諸地域」の学習において、自然環境に着目して北海道地方の人々の生活や産業につ

いて考察できるよう工夫されている。 
○自然環境との共生に向けて、先住民族であるアイヌの人々の文化から学ぶ内容が掲載されて

いる。 
○領土問題を抱える島々の一つとして北方領土を取り上げ、どのような地理的特色を持ってい

るか学べるよう工夫されている。 
○釧路地方の地域的な特色が学べるよう工夫されている。 

・釧路地方の冷涼な気候と産業との関わりについて 
・札幌・旭川・釧路の雨温図の比較 
・人気の観光地として弟子屈町の摩周湖や釧路市の牛乳の輸送船の写真 
・濃霧に覆われた釧路市内の様子 など 

○QR コンテンツを利用したワークシートや練習問題、動画コンテンツやシミュレーションが設
けられている。また、関連サイトのリンクで NHK for School の動画にもアクセスしやすいな
ど工夫されている。 
 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 

 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
2・東書 

 

第１学年 
第２学年 
第３学年 

地図 002-72 新編 新しい社会 地図 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
 ・「世界全図」において、海洋や極地を視点に地図から地球全体の姿を比較したり、地形や

気候を調べたりする活動 
 ・世界の各州・日本の各地方において、地域の概観に役立つ自然・産業・人口などの主題図を

共通して掲載しており、それらをもとに学習テーマについて調べたり、読み取ったりする活
動 

・「世界州別地図」において、地域や経年変化を比較したり、国名や主要な都市名、自然地名 
を調べたりする活動 

・「世界の資料図」において、世界の地形や気候、人々の生活や文化、産業などを調べたり、 
複数の資料から特色を読み取ったりする活動 

 ・「日本全図」において、地図上で実際の距離を測ったり、領土をめぐる問題を写真で見るな
ど日本の領域を読み取ったりする活動 

・「日本地域別詳細図」において、縮尺を 100 万分の１に統一した地図から、距離感や地形を 
比較したり、様々なスケールで土地利用を読み取ったりする活動 

・「日本の資料図」において、地形、降水量、人口分布、土地利用などの主題図から基本的な 
情報を読み取ったり、発生しやすい災害を調べたりする活動 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・社会科の学習に興味・関心を持たせ、地図の活用法や学習を深められるようＱＲコン 

テンツを設けるなど、生徒が主体的に学習に取り組むことができるよう工夫されてい 
る。 

・現代社会の諸課題への対応である SDGs について概要の紹介とともに具体的な取組を考え、
解決に向けて主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。 

 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 
・三分野の学習に活用できる主題図において、現代の諸課題に関連する資料を掲載したり、 

多面的・多角的に捉えることができる資料が掲載されているなど、系統的・発展的に学習 
できるような工夫がされている。 

・世界の生活や文化を示す写真や、デジタル地球儀「My Glove」や「世界の気候景観」など、 
生徒の興味・関心を高める資料や QR コンテンツを備えている。 

 
 

使
用
上
の
配
慮
等 

○北海道地方の全体図に加え、南部と北部、札幌市周辺と中央部、自然や産業などの資料が掲載
されており、学習テーマに基づいた調べ学習を行う際に、生徒の学習意欲を高める工夫がなさ
れている。 

○「日本周辺の地図」で我が国の東西南北端や排他的経済水域が示され、近隣諸国との間で領土
をめぐる問題を抱えている地域を写真でも掲載しており、我が国の領域について理解が深め
られるよう工夫されている。 

○アイヌの人々に関する取り扱いについては、開拓の歴史とアイヌ語由来の地名が数か所記載
されている。 

○釧路地方については、漁業の円グラフで、たら、こんぶの漁獲量が多いことが示され、地形と
自然災害では、釧路沖地震の記載されている。 

 
 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 
 
 

 
 
 



観
点 

様式３－１ 別紙報告書                          社会（地理）小委員会 

番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教科書名 

 
46・帝国 

 

第１学年 
第２学年 
第３学年 

地図 046-72 中学校社会科地図 

 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列 

 
○ 地理的分野の目標を達成することができるようにするための内容の構成については、次の

ような学習活動が取り上げられている。 
 ・「世界全図」において、発色の工夫で容易に日本中心の地図とヨーロッパ中心の地図の比

較をおこなったり、地域の時差を調べたりする活動 
 ・「世界州別地図」において、同じ縮尺の図から地域の特色を比較したり、鳥瞰図から世界各

地域の自然環境や文化、世界各地の環境問題の取組、産業の様子などを大観する活動 
 ・「世界の資料図」において、世界各州の自然環境課生活・文化、歴史、産業などを調べたり、

世界と日本とのつながりを読み取ったりする活動 
・「日本全図」において、北方領土が間近に見える写真や北方領土がロシアに不法占拠されて

いる説明などから、日本固有の領土を読み取ったりする活動 
 ・「日本地域別詳細図」50 万分の１図において、地域の生活や産業の様子、土地利用を読み取

ったりする活動 
 ・「日本の資料図」において、自然、降水量、人口分布、産業、工業・交通の５図から分布の

特徴を読み取ったり、自然災害や防災の取組を調べたりする活動 
 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に関する学習への対応については、次のような学習活動 
が取り上げられている。 
・主体的な学びができるよう、問い「地図で発見！」が設置され、地図の読み取りなど地理 

的技能を身に付けさせるとともに、「社会的な見方・考え方」を働かせた学習に活用できる。 
・世界の各州では、自然環境や生活・文化、産業などのイラストを配した鳥瞰図があり、生 

徒の興味・関心を高めて学習に取り組めるよう工夫がなされている。 
・SDGs のマークやＱＲコードが設置され、それを活用することで生徒が主体的に学習し、資

料活用能力が高められるコンテンツが収録されている。 

 
○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・小学校で学習した基礎的知識を確認することができるコンテンツ「小学校の振り返り」が 
収録されるとともに、技能を発展させた「この地図帳の使い方」が設置されている。 

・地理的分野だけでなく、歴史的分野、公民的分野でも活用できる資料が掲載されている。 
・レイアウトの統一（構造化）がなされているとともに、見開きのページの地域がどのあた 

りに位置するかわかるよう位置図が掲載されるなど、学習を効果的かつ効率的に進めるた 
めの工夫がなされている。 

・北海道地方では、北方領土の国境の変遷の図があり、その歴史を知ることができるように
工夫されている。 

 

 

使
用
上
の
配
慮
等 

○北海道全図に加え、南部と北部、札幌市とそのまわり、札幌市中央部、自然や産業などの資
料が掲載されており、調べ学習を行う際に、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

○東西南北端を含む日本の領土や広大な排他的経済水域を捉えられる地図や、領土・領海・領
空・接続水域等の領域の概念が理解できる模式図が掲載され、わが国固有の領土である北方
領土が写真付きで掲載されている。 

○アイヌの人々に関する取扱いについては、開拓の歴史と絡めたアイヌ語地名が地図で多く記
載されている。 

○釧路について、釧路湿原が紹介されており、湿原の変化や野生生物について紹介されている。
また、根釧台地の酪農として、土地の使われ方を紹介する図が記載されている。 

 
 

 

 

そ
の
他 

 

※ 小学校用教科書目録（令和６年度使用 文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
 
 
 

 



様式４

調査研究に係る協議・調査内容 地理小委員会　　

番号 協議題 協議・調査内容

1 子どもが学ぶことに興味や関心を
もち、粘り強く学習活動に取り組
む「主体的な学び」に関する配慮
について

「東京書籍」では、学習の導入部分に生徒の興味・関心を引き出す「導入
の活動」を設けたり、小集団での参加型学習である「みんなでチャレン
ジ」を配置するなど、生徒が主体的に課題をつかめるようにしたり、協働
的な学びができるようになっている。また、学習の終末部分では「見方・
考え方」を働かせて探究課題に対する振り返えらせる活動などの工夫がな
されている。
「教育出版」は、課題の追究場面において、生徒の主体的な学びができる
ように興味・関心が高まるような写真や図版を提示したり、学習に役立つ
さまざまな情報を見ることができる「まなびリンク」を記載して、主体的
に学べるよう工夫がなされている。
「帝国書院」は、単元のはじめに大判な写真から対象地域を概観する「写
真で眺める」を設定し、写真や地図を読み取る活動を通して、単元全体の
学習内容を見通せるようになっている。また、単元のまとめに「学習を振
り返ろう」を配置し、地図や思考ツールを活用して協働しながら学びを振
り返る活動を取り上げるなど工夫がなされている。
「日本文教出版」は、単元を貫く課題を追究するための単位時間で学ぶこ
とや着目する視点の例を「学習課題」「見方・考え方」に示し、追究する
ための手がかりとなるようになっている。また、単元のまとめ・振り返る
場面では、ポートフォリオを用いたり、自分の考えをもとに話し合ったり
することで課題を深く追究できる活動などの工夫がなされている。

2 北海道とかかわりのある内容を取
り上げている教材数について

①総数で、「東京書籍」は151点、「教育出版」は207点、「帝国書院」は
172点、「日本文教出版」は164点であった。
②アイヌの人たちに係る記述で「東京書籍」は5点、「教育出版」は11点、
「帝国書院」は6点、「日本文教出版」は3点であった。
③北方領土に関する内容で「東京書籍」は9点、「教育出版」は14点、「帝
国書院」は5点、「日本文教出版」は8点であった。

3 現代的な諸課題の一つである自然
災害及び防災の対応に関する、解
決に向けた構想する学習を意識し
た編集について

４社ともに自然災害や防災に関する内容を取り上げ、その解決に向けた構
想をする学習を進めることができる編集がなされている。
①総数では、「東京書籍」は43ページ、「教育出版」は34ページ、「帝国
書院」は42ページ、「日本文教出版」は45ページであった。
②内容では、「東京書籍」は地震や津波発生の仕組み・減災の取り組みや
工夫などの教材や題材を取り上げている。
「教育出版」は過去の大震災や気象災害の被害から災害予測や減災・復興
支援などの教材や題材を取り上げている。
「帝国書院」は地震による被害や大雨・冷害などの気象災害から自然災害
に対する備えや発生時の対応に関する教材や題材を取り上げている。
「日本文教出版」は自然災害から見た地域的特色や災害に備えるための減
災の工夫に関する教材や題材を取り上げている。

※行が足りない場合は増やしてください。

※１つの教科・領域で２～５の協議題、協議・調査内容を記載してください。


